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まもなく Love Song 2023 のために日本に出発します。
Love Song 2023 はピアノを弾きながら日本各地7箇所を周り、土地と人の魅力を伝えて活動する女性、クリエー
ターたちを訪ねる向井山朋子の旅（ツアー）です。昨年の Love Song ツアーに続いて、2023年は天草、鹿児島、
由布院、五島、上五島、八女、赤岡を周ります。
全国７つの町で活躍する彼女たちは、陶磁器、染色、工芸、建築保存、食、手仕事、伝統芸能、と多岐にわたる分
野でクリエーション、あるいはサポートし、つなぐ、原点、バトンを渡す、回帰、糊代を作る、といったキーワー
ドが聞こえます。11月3日から始まる Love Song 2023 ツアー、美しい日本の秋の旅をご一緒しませんか？
これからどう生きるか、のヒントを探しに。

プログラム
ニコライ・コルンドルフ「ピアノとテープの為のYarilo」(1981) 、ハイドン「ソナタ第38番ヘ長調」
（1773） Hob.XVI23、向井山朋子「East Shadow」(2013) 

こちらのニュースレターで、天草、鹿児島、由布院、五島/ 上五島、八女、赤岡 各会場のパートナーのみなさまを
ご紹介させて下さい。

 

天草

「土を掘り、手で捏ねて、形を作り、火で焼くやきもの、この根源的な行為から生まれた器には作り手の人となり
が出る。そして、１つの器から生まれる出会いは様々な景色を作り手に見せてくれます。」と語ってくれた金沢弥
和さんは、今年第19回目となる天草大陶磁器展の企画に参加している。江戸末期から続く丸尾焼の女主人。
 
日時：11月3日（金・祝）18:00

会場：天草市民センター（熊本県天草市東町3）
チケット：一般 3000円、学生券 1000円（小学生以上の入場可）
問合せ：丸尾焼／maruoyaki@gmail.com／0969-23-9522

＜関連情報＞
11月2日(木)- 6日(月) 第19回 天草大陶磁器展 (主催: 天草陶磁器の島つくり協議会)
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鹿児島

誰もが知っている焼酎、薩摩揚げ、暮らしに寄り添う竹細工やスキンケアの中でも鹿児島産の最高の衣食住をプロ
モーションする Goodday 森香菜さんがコンサートの周辺で日曜市を企画。ユニークなクラフト、才能あるアー
ティストを輩出しているしょうぶ学園のパフォーマンスバンド ottoとのミニ共演あり。

日時：11月5日（日) 14:00

会場：しょうぶ学園　アムアホール（鹿児島県鹿児島市吉野町4022-1）
チケット：一般 3500円、学生券 1000円（小学生以上の入場可）
問合せ：グッドデイ/ goodday.kagoshima@gmail.com/ 099-807-2771

＜関連情報＞
公演日 11月5日 しょうぶ学園にて "鹿児島のいいもの" を厳選した Goodday 企画の日曜市開催
Goodday/ 花の木冷菓堂/ ほのか/ gift/ 壺焼き芋てるてる
 

由布院

太古の時代にはお守り、おまじないの意味を込めて薬草、草木の色を衣服にとどめて邪悪なものから体を守った。
この「纏う」の原点を草木染めで実践する宝島染工の代表 大籠千春さんは Love Song のための布インスタレー
ションを制作中。公演後、2024年1月中旬までアルテジオに展示される。ピアノの鍵盤とも重なる黒と白がテー
マ。
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日時：11月7日（火）19:00

会場：由布院 アルテジオ（大分県由布市湯布院町川上1272-175）
チケット：一般 4500円、学生券 1000円（小学生以上の入場可）＊美術館入場料込み
問合せ：由布院アルテジオ/ info@murata-shop.jp/ 0977-28-8686

＜関連情報＞
公演日 11月7日 17:00- 由布院 アルテジオにてマーケット開催
ヒビノパン/ ミンナフード/ まめのもんや/ カオルナファーム
 

五島 / 上五島

五島列島は不思議な土地だ。豊かな自然と風習、隠れキリシタンの歴史、神楽など、日本のアイデンティティーを
発見する驚きに溢れている。2016年から「五島 海のシルクロード芸術祭」を主宰する片岡優子さんが島の案内
人。

五島
日時：11月17日（金) 19:00  

会場：五島市立 福江文化会館 ホール（長崎県五島市池田町1番2）
上五島
11月19日（日) 13:00

会場：新上五島町石油備蓄記念会館（南松浦郡新上五島町青方郷 1549 番地 6）

チケット：一般 1000円、学生券 200円（小学生以上の入場可）
問合せ：特定非営利活動法人 BaRaKa （Slow Cafe たゆたう。) / tayutau510@gmail.com/ 080-8355-6847

＜関連情報＞
11月17日(金) 14:40 富江神社例大祭の神事
11月18日(土) 19:00 - 21:00 上五島神楽 本山神社
 

八女
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八女津媛という山に棲む女神の加護にある八女では、壁一面が焼杉の旧八女郡役所のダイナミックな木造空間の土
間を会場にピアノをおいて皆様をお迎えします。隣町にアトリエを持つ宝島染工が企画する夜は、コンサート後に
アーティストを囲んでの人数限定のディナーへと続きます。八女の土地にインスパイアされた7品、山から始まり
河へ、海へと命の循環を感じさせる食体験をレストラン Nido が担当。

日時：11月20日（月）18:00

会場：旧八女郡役所（福岡県八女市本町2番105）
チケット：一般 3500円　学生1000円（小学生以上の入場可）
レストラン Nido ディナー付チケット9500円（15枚限定) 

問合せ：朝日屋酒店/ k.taka@f5.dion.ne.jp/ 0943-24-5545

 

赤岡

江戸時代に塩作りで栄えた高知県赤岡町の地名は、芝居絵屏風を町家の軒下に飾る「絵金祭り」でご存知の方も多
いはず。築150年の赤れんが商家の修復・活用に奮闘するチームの牽引役、北山めぐみさんは地域の歴史や文化
を、人々が生きていく上での道標と捉え、修繕ワークショップやコミュニティカフェ、こども食堂など、多世代の
関わりしろを作り続けている。
 
日時：11月23日（木・祝）14:00/ 17:00

会場：赤れんが商家（高知県香南市赤岡町772番1）
チケット：一般 2500円、学生券 1000円（小学生以上の入場可）
17時回のみ、かまどご飯ディナー付チケット5000円（15枚限定)

問合せ：NPO 法人すてきなまち・赤岡プロジェクト/ akaokaakarenga@gmail.com/ 080-1432-4947
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＜関連情報＞
高知あだたん映画祭：11月26日(日) 高知県立美術館にて向井山朋子初監督映画「雅歌」上映
 

ワルシャワの秋  Warsaw Autumn
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photo by Grzegorz Mart

先月は今年で66回目を迎える東欧の音楽祭を代表する「ワルシャワの秋」に招かれました。フェスティヴァル最終
日のコンサートは、ショパンコンクールで有名な会場でのワルシャワフィルハーモニーとの共演で、アガタ・ズー
ベル作曲の超難曲「ピアノ協奏曲第２番」のポーランド初演。キャシー・バーベリアンの再来を思わせる才能ある
歌手でもあるアガタはポーランドのスター音楽家、2台のピアノのパフォーマンスに満席のフィルハーモニー劇場
は沸きに沸きました。滞在中は毎晩フェスティヴァルコンサートに出かけましたが、女性作曲家の躍進が際立って
おり、ある室内音楽コンサートの新作は6人中5人が女性作曲家でした。言うまでもなく、彼女らの作風はそれぞれ
がオリジナリティーにあふれ、’女性ならではな感性’とは全く無縁。世界はゆっくりと、着実に変わっている、と
実感した演奏旅行でした。

 

向井山朋子
Tomoko Mukaiyama
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